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それぞれの表現
方法には一長一
短があり、両方
を併用して双方
の長所だけを利
用することをお
勧めします。

１）ガン・チャート（Gantt Chart）

殆どの場合、スケジュールは「ガン・チャー
ト」で書かれます。「ガン・チャート」には作
業の関連性が見えないという欠点があります
が、１時間単位の細かな作業を、しかも１枚の
用紙に多くの作業を見せるには、「ガン・
チャート」が適しています。また、作業量が時
間軸に対して「棒の長さ」として見えること
で、直感できることも好都合です。
しかしながら、欠点としては作業間の関係が見
えないことです。そのために、ある作業の進捗
がどの作業に影響を与えるのか判断できない
し、設定された工程が効率的かどうかも簡単に
は分かりません。その上、あまりに簡単に書け
ることで、作業が重複したり、前後関係がいい
加減なままでも表現できてしまいます。
それでも、作業を進めていくうちに、当初は見
えなかった作業が見えてきたときに、簡単に書
き加える事も出来ます。
このあとガン・チャートの例を見ながら、幾つ
か注意する点について触れてみます。

◇時間で把握する◇

予定工数は「時間」単位で把握することをお勧
めします。「日」単位だと“０．５”日と認識
するのが精一杯で、「半日」なのか「２時間」
なのかはっきりせず、どうしても詰めが甘く
なってしまいます。つまり“こんなもんでいい
か”という感覚に支配されることであり、そこ
に潜む「問題」を見つけるのが遅くなります。
それは確実に“予定した工数”をオーバーする
ことを意味します。
普段から「時間」で見積る習慣をつけること
で、その工程に含まれる具体的な作業をより精
確にイメージする習慣が身に付きます。

◇成果物を表現する◇

成果物を生まない作業は存在しません。図４．
１のガン・チャートの例の２．１や２．２の作
業の成果物は、２．の成果物である「ＸＸタス
ク設計書」の一部を構成するものです。実際、
仕様書等を作成するような工程が細分化された
ときは、しばしば「目次」に相当する作業項目
をそこに見ることがあります。
１冊の仕様書全体では何日かかるか分からない
場合でも、その仕様書を構成する内容に作業が
分割されれば、ある程度の精度で全体の工数を

予測することは可能です。そして作業を分割す
る目安として、「成果物の単位」に合わせて作
業を設定する方法があります。
また、ガン・チャートに成果物を表現すること
で、一つひとつの作業の達成感を味わうことが
でき、作業を詳細化する習慣を身に付ける上で
効果が期待できます。
なお、２．３と２．７のウォークスルーにも、
厳密には「ウォークスルー報告書」という成果
物が出ます。

◇３日以上の作業を潰す◇

図４．１のガン・チャートの例で、２．２、及
び２．６の作業が３日以上の作業として設定さ
れていますが、もし、この見積りに不安がある
のなら、もっと細分化することを勧めます。
例えば２．２の作業は、どのような機能を提供
しようとしているのか、ある程度見えているの
なら、その機能毎に細分化し、それぞれの細分
化された機能に対して、必要と思われる作業量
を見積ります。しかしながら、もし、そのよう
な見通しが得られていないのなら、方法は２つ
しかありません。
１）細分化の目安を得るための“小さな”作業
　　を早目に設定するか、
２）直前に細分化の基になる機能が判明したと
　　しても、予め設定した工数を死守する
かです。
特に、２．６の作業は、構造図を書いてみなけ
ればどれだけのモジュールに分割されるか正確

には分かりませ
ん。そうなると
２．５の作業を
終えないと、次
の工数が分から
ないということ
になります。
それでも、多少
の 経 験 が あ れ

ば、そしてイメージする意思さえあれば、おお
よそのモジュールの数は予想できるのですが、
現実には、このような理由で２．６の作業が曖
昧な状態で直前まで放置されることがしばしば
あります。
しかしながら、ここを曖昧にしたままでは、何
時まで経っても上手くなりません。３日以上
「同じ作業」が続くような場合は要注意です。
３日の工数が精確に予測できるようなるには、
相当の熟達が求められます。

◇適当なツールを使う◇

概スケジュールと違って、詳細スケジュールは
しょっちゅう作業項目が増えたり減ったりしま
す。また、遅れの圧力に対して日程を組み替え
たり、しばしば修正する必要が生じます。
時には半年間の作業の種類が２００を越える場
合があり、そのような詳細スケジュールを手書
きで維持管理することは無理です。積極的に取
り組む意志を支援する意味からも適当なツール
が必要です。
　　　　　　　　　　　　　（次号に続く）

今月はＡＰＥＣや銀行の９月決算など、注目するニュース

がありましたが、スペースの関係でお休みします。

前回は、折角立てた予定が崩れていく要因につ
いて触れました。何度かそのような失敗を繰り
返しながら、諦めることなく不測の事態を少し
でも早く読む力をつける必要があります。

２．９　練り直す

たとえば、最初はとても２ヵ月では終わらない
と思っていたものが、とにかく作業を定義し、
ブレークダウンしながら作業量を見積もってい
く。その結果、なんと２ヵ月で収まってしまう
ことに驚き、自分に新しい力が手に入ったもの
と錯覚することがあります。
しかしながら、これは新しい能力が手に入った
のではなく、単に物事を整理し、曖昧な部分を
削っただけで、決して本格的に「思考の川」に
水が流れたのではありません。
「思考の川」に水を流すためには、出来上がっ
たスケジュールを少なくとも２、３日かけても
う一度作り直すことが必要です。ここで“練り
直す”と言う行為が問題になってきます。「こ
の作業は本当に２日かかるのか？」「もっと簡
単に済ませることは出来ないか？」「作業の順
序を変えて見たらどうなる？」
こうして一旦作られたスケジュールを否定する
ことで、「思考の川」に水が流れ始めるので
す。最初に作られた案は、以前の思考パターン
に基づいているのに対して、こうして否定され
ながら練られた案は、部分的に新しい思考パ
ターンが顔を覗かせたものとなるはずです。
ただし、この一回だけではすぐに干上がってし
まいます。このあとの実施の段階に入ってから
も、随時水を流す必要があります。

２．１０　不退転の決意

こうした詳細な作業計画が最初から上手く立案
され、実施されることは、殆ど望むことは出来
ません。意気込んで計画を立てても、一週間も
経たないうちに、予定しなかった作業が入り込
んだり、その場になって「詰め」の甘さが露呈
してしまって、たちまち惨めな結果となってし
まいます。
それでも諦めずに、改良を加えていくことで
す。今回上手くいかなくても、次回には同じ失
敗はしないという気持ちが必要です。
詳細な作業スケジュールを立てることが出来る
ようになるまで、絶対に諦めないという姿勢が
必要です。それでも流れたことのない「思考の
川」に、自在に水を流せるようになるには、１
年くらいの時間がかかるでしょう。

２．１１　スケジュールの表現

スケジュールを表現する方法としては、ガン・
チャートとＰＥＲＴ図が広く知られています。
ガン・チャートは Gantt によって考案されたも
のでバー・チャートとも呼ばれています。

　　　作　業　名

2. ＸＸモタスク設計書を作成する

　2.1 他タスクからのメッセージを整理する

　2.2 当タスクの提供するサービスを確定する

　2.3 「提供機能」に関するウォークスルー

　2.4 当タスクの内部データ構造を設計する

　2.5 構造図を作成する

　2.6 モジュール仕様書を作成する（選択）

　2.7 「実現方法」に関するウォークスルー

予定工数

（９日）
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ＸＸタスク設計書

　起動メッセージ

　提供機能の説明

　

　内部データ構造

　モジュール構造図

　モジュール仕様書

日程了

図４．１　ガン・チャート

実績工数


